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1．は じめ に

　遺伝資源 の 管理や保護の た めに、栽培地域外 へ の

花粉飛散お よび 異なる品種 へ の 受粉 （交雑）に つ い

て シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 手 法 を開発 す る必要 が あ る 。 イ

ネ は風媒 性作物 で あ るた め 、 乱流ク ロ ージ ャ
ーモ デ

ル を拡 張 し て 茨城県 つ くば 市 に あ る農環研 の 水 田 で

の 交雑シ ミ ュ レーシ ョ ン を行 っ た。今回 は 、シ ミュ

レーシ ョ ン の 結果 と観測結果 を比較 し、交雑 シ ミ ュ

レ
ー

シ ョ ン の 実用 性 に つ い て紹介す る 。

2，モ デル の 設定と　測 デー
タ

　用 い た モ デ ル は 、 Ya皿 ada ・and ・Bunker （1988）をベ ー

ス に 開発 され た YSA モ デ ル で あ る。実験対 象は 、2007
年 8 月 15 日

〜25 日 に 開花 し た 2 品種の イネの 花粉

飛散お よび 交雑率で あ る。実験領 域は、26m × 26m ×

300m 、格 子 間 隔は水 平 1m、鉛 直 0．2m （上層 ほ ど拡大 ）

で あ る 。 こ の 中で 18m× 18m に水稲が 生育 して お り、
その うち花粉親作物は 端か ら長 さ 2m、種 子親 作物は

それ 以外 の 長 さ 16mに わた っ て分布 する。強制項 と

し て 気象庁 GPV お よび AWS 観測 デー
タ を 1 時問毎 に ．

与 えた．開花 期間 の それ ぞ れ 6 時〜18 時 に っ い て 時

間積分を行い 、観測 と良く合 う場を再現す る こ とが

で きた。
　計 算 し た風 速場 に 、 トレ

ー
サ

ー
を 流す こ とに よ り

花 粉 の 飛 散 分 布 を 計 算 した 。花 粉 落 下 速 度 は

0，03皿 ／s 、寿命は 5分 とした。計算結果 と比較 した 花

粉飛 散分布 は 、 種 子親作物 内 中央 に設 置 し た バ ーカ

ー
ド式花粉採集器 に よ る 1 時 間毎 の 1 点 の 集積デー

タ で あ る 。 交雑率 の 測定 は 収穫 し た作物の 種子 を分

析 し て 求 め た。
　花粉放 出量 E（h）は 日 平均 の 観 測値 に 合 うよ うな

以下 の 時刻 h の 関数で 与え た 。

　E＝exp ［一　｛（（h＋0．5）／12−1）＊10．5｝　
−
2］＊300

　 こ れ に 開花 率 を考慮 し て 日 々 の 放 出量 を調 整 し た。

噬
　図 1 に 日別花粉集積量 の 観測データ を 示 す。ま た 、
こ れ に対応する シ ミ ュ レ

ー
シ ョ ン 結果 を図 2 に示 す。

縦軸 は対数軸 で あ るの で 、平均的な花粉数 を よ く表

し て い る、
　図 3 に交雑 率 の 結果 を示す 。X 軸 は 花粉親 作物 か

らの 距離 を表 し、値 は幅 18m の 平均 値 で あ る。今 回

は 、 自家受粉率 を 99．5％と して 計算 した 。 観測結果

に はば らっ きが あるもの の 、実験結果は観測 され た

最大交雑率 に良 く一致 し、本手 法に よ る交雑 シ ミュ

レ
ー

シ ョ ン 手法 の 有効 性を確認で きた。
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図 1．日別 花粉集積量 （観 測 ）、ア ル フ ァ ベ ッ トは 日 を表

す
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図 2．日 別花粉集積量 （シ ミ ュ レーシ ョ ン ）
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図 3．交雑率。横軸は 花粉親か らの 距離 （m ）。曲線

は シ ミュ レ
ーシ ョ ン 結果 、ロ マ

ー
クは観測結果 を

表す 。

4，まとめ

　乱流 ク ロ
ージ ャ

ー
モ デル と ト レ

ー
サ

ー
モ デ ル に よ

り、水稲 の 花粉飛 散分布 と交雑 率 の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ

ン を行 い 、交雑率 を ある程度再現す る こ とが で きた 。

今後は 、よ り面 積が 広 く、防風 林等 も存在す る
一

般

農家の 栽培圃場 に っ い て 、同様 に交雑シ ミ ュ レ
ー

シ

ヨ ン 適用性 を調 べ 、モ デル を改 良し て い く予定で あ

る。
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